
　　「
大
洋
州
」
と
い
う
言
葉
で
は
、
ぴ

ん
と
来
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
い
え
ば
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
だ
ろ
う
か
。
太
平
洋

に
広
が
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ

ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
と
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

を
含
む
地
域
だ
。日
本
の
南
か
ら
南
東
、

赤
道
周
辺
の
広
大
な
海
域
に
広
が
る

島
々
は
、大
き
さ
も
特
徴
も
さ
ま
ざ
ま
。

常
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
観
光
客
を

集
め
る
島
も
少
な
く
な
い
。

　
大
洋
州
の
多
く
の
島
々
で
は
、
電
力

供
給
を
長
年
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
に
頼

っ
て
き
た
。「
島
あ
た
り
の
住
民
の
数

が
少
な
く
、
電
力
需
要
の
規
模
が
小
さ

い
た
め
、
大
規
模
な
発
電
設
備
を
導
入

す
る
こ
と
が
技
術
的
に
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
、
1
0
0
%
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
に
よ
る
供
給
が
最
も
合
理
的
な
選

択
肢
だ
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
の
は
、

J
I
C
A
の
小
川
忠
之
専
門
員
だ
。「
日

本
が
90
年
代
に
始
め
た
大
洋
州
向
け
の

無
償
資
金
協
力
で
は
、
燃
料
効
率
に
優

れ
た
日
本
製
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

や
効
率
的
な
送
配
電
設
備
が
提
供
さ

れ
、
今
で
も
各
国
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
が
あ
っ
た
の
で
す
」

　
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
課
題
の
一
つ
が
、
維
持
管
理

技
術
の
重
要
性
だ
。
電
力
設
備
を
作
っ

て
も
、
安
定
し
て
継
続
的
に
電
気
を
供

給
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
ス
ペ

ア
パ
ー
ツ
の
供
給
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
の
向
上
な
ど
、
住
民
に
電
力
を
き
ち

ん
と
届
け
続
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

重
要
性
が
、
次
第
に
認
識
さ
れ
て
き

た
。

　
も
う
一
つ
の
課
題
が
、
持
続
可
能
な

電
力
供
給
だ
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
へ
の

過
度
の
依
存
は
、
大
洋
州
の
島
々
に
二

種
類
の
負
担
を
掛
け
て
い
る
。
一
つ
目

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
環
境
面
の
負
担

だ
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
に
は
石
油
が
使

わ
れ
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
は

避
け
ら
れ
な
い
。
二
つ
目
は
、
燃
料
の

輸
入
コ
ス
ト
だ
。
大
洋
州
の
島
々
に
は

埋
蔵
資
源
が
無
い
に
等
し
く
、
海
外
か

ら
は
る
ば
る
海
路
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

を
運
ん
で
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
平
均
で
G
D
P
の
１
割
、
国
に
よ

っ
て
は
２
割
以
上
が
燃
料
の
輸
入
に
消

え
て
い
る
と
い
う
。「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
環
境
を
守
る
と
同

時
に
、
電
力
の
地
産
地
消
、
つ
ま
り
輸

入
燃
料
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
近

年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
が

成
熟
し
、
コ
ス
ト
削
減
が
進
ん
で
き
た

こ
と
で
、
導
入
が
現
実
的
な
選
択
肢
に

な
り
ま
し
た
」

　
日
本
は
２
０
０
９
年
か
ら
、
大
洋
州

の
い
く
つ
か
の
国
で
、
広
域
電
力
供
給

に
太
陽
光
発
電
を
組
み
込
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
た
。
15
年
に
は
、
第
７
回

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
で
日
本
政
府
が

〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
〞

を
発
表
。
日
本
が
離
島
で
育
ん
だ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
を
組
み
合
わ

せ
た
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
電
力
供
給
〞

の
推
進
支
援
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
も

と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。

　
実
は
、
大
洋
州
の
島
々
で
も
、
す
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
課
題
は
、
出

力
が
安
定
し
な
い
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

フ
ィ
ジ
ー
や
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な

ど
の
火
山
島
で
は
水
力
発
電
が
盛
ん
だ

が
、
水
の
少
な
い
乾
期
に
は
発
電
量
が

減
っ
て
し
ま
う
。
フ
ィ
ジ
ー
や
バ
ヌ
ア

ツ
で
導
入
さ
れ
た
風
力
発
電
は
、
時
に

訪
れ
る
サ
イ
ク
ロ
ン
の
影
響
を
踏
ま
え

て
非
常
時
の
運
用
体
制
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
日
本
の
1
・
5
倍
ほ
ど
の

発
電
効
率
が
見
込
ま
れ
る
太
陽
光
発

電
は
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
が
、
天

候
に
よ
っ
て
発
電
量
が
変
化
し
や
す

く
、
大
規
模
に
導
入
す
る
に
は
出
力
を

安
定
化
さ
せ
る
た
め
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム

が
高
く
つ
く
点
が
課
題
だ
。「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
と
既
存
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
、
双
方
の
長
所
を
最

大
限
に
活
用
す
る
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
〞

な
電
源
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
島
々
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
導
入
す
る
た
め
の
、
現
実
的
な
回
答

な
の
で
す
」
と
小
川
専
門
家
は
説
明
す

る
。

　
技
術
の
革
新
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏

ま
え
る
と
、
今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
す
る
方
向

に
進
ん
で
い
く
の
は
自
明
だ
。例
え
ば
、

住
民
が
10
万
人
を
超
え
る
ト
ン
ガ
で

は
、
２
０
２
０
年
に
全
電
力
の
半
分
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
据
え
、
J
I
C
A
の
支
援
に
よ

り
導
入
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
シ

ス
テ
ム
や
年
内
に
着
工
予
定
の
風
力
発

電
設
備
に
加
え
て
、
今
後
は
太
陽
光
発

電
の
さ
ら
な
る
活
用
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
人
口
が
１
万
人
に
満
た
な
い
ツ

バ
ル
の
一
部
離
島
で
は
、
本
島
よ
り
も

高
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
コ
ス
ト
を
低
減

す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
と
小
規
模
な

蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
ほ
ぼ
1
0
0

％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
電
力
供

給
が
実
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　
新
た
な
電
源
の
導
入
や
、
長
期
的
な

運
用
に
向
け
て
、
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
知
識
と
技
術
は
欠
か
せ
な
い
。
小

川
専
門
家
は
５
年
間
に
わ
た
っ
て
、
フ

ィ
ジ
ー
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
、
ツ
バ
ル
の
５
カ

国
を
対
象
に
こ
う
し
た
技
術
を
伝
え
、

現
在
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
源
の
有
効
活

用
を
図
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

広
域
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て

い
る
。「
運
用
管
理
の
た
め
に
技
術
者

な
ど
の
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
が
、
優
秀
な
人
材
が
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
近
隣
国
に
移
住
し
て

し
ま
う
と
い
っ
た
事
情
を
抱
え
る
国
も

あ
り
、
人
材
の
質
だ
け
で
は
な
く
数
の

確
保
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
フ
ィ
ジ
ー
の
電
力
公
社
は
、
自
前
で

研
修
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
活
用
し
、
フ
ィ
ジ
ー
で
の
研
修
用
教

材
の
質
や
教
官
の
能
力
を
高
め
た
上

で
、
周
辺
各
国
の
電
力
公
社
職
員
を
招

い
て
研
修
を
開
く
の
が
、
今
行
わ
れ
て

い
る
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。
各
国
に
は

共
通
の
課
題
が
あ
る
一
方
で
、
水
力
発

電
の
あ
る
国
と
無
い
国
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
違
い
も
あ
る
た
め
、
日
本
の
離
島

で
の
知
識
を
生
か
す
こ
と
で
一
国
の
事

情
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
定
期

的
な
国
際
会
合
が
開
か
れ
、
官
公
庁
だ

け
で
な
く
民
間
企
業
も
参
加
す
る
な

ど
、
多
国
間
協
議
に
積
極
的
な
の
も
、

こ
の
地
域
の
電
力
セ
ク
タ
ー
の
特
長

だ
。

　
研
修
の
場
は
フ
ィ
ジ
ー
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
約
１
６
０
の
島
で
構
成
さ
れ
る

沖
縄
で
は
、
各
国
か
ら
研
修
員
を
受
け

入
れ
、
積
み
重
ね
た
知
見
を
伝
え
て
い

る
。「
化
石
燃
料
へ
の
依
存
や
、
そ
の

燃
料
輸
送
の
コ
ス
ト
な
ど
、
沖
縄
は
大

洋
州
の
島
々
と
同
じ
課
題
を
抱
え
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で
解
決
を

図
っ
て
き
ま
し
た
」
と
、
研
修
を
引
き

受
け
る
沖
縄
エ
ネ
テ
ッ
ク
の
島
袋
正
則

さ
ん
は
話
す
。「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
を
生
か
し
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
電
源
の
運
用
や
、
台
風
の

襲
来
を
踏
ま
え
た
可
倒
式
風
力
発
電
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
大
洋
州
の
島
で
生
か
せ

る
技
術
が
、
沖
縄
に
は
数
多
く
あ
る
の

で
す
」

　
研
修
で
は
こ
れ
ま
で
に
大
洋
州
を
含

め
た
世
界
38
カ
国
か
ら
延
べ
１
２
９
人

の
研
修
員
を
受
け
入
れ
、
沖
縄
の
知
見

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
自
国
で
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成
を
支
援
。
帰
国
後

に
プ
ラ
ン
が
実
際
の
燃
費
改
善
に
つ
な

が
っ
た
例
も
あ
る
と
い
う
。
島
袋
さ
ん

は
、「
島
し
ょ
国
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
〝
エ
ネ

多
彩
な
島
々
に
多
様
な
課
題

小
さ
な
需
要
に
応
え
た
い

進
化
し
続
け
る
技
術
を

最
適
な
形
で
生
か
す

島
国
・
日
本
の
経
験
で

世
界
の
島
に
再
エ
ネ
の
風
を

特集 クリーンエネルギー
明かりが絶えない安心を

ル
ギ
ー
安
全
保
障
〞
の
た
め
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
不
可
欠
で

す
。
そ
れ
も
、
化
石
燃
料
を
含
め
た
複

数
の
電
源
を
個
々
の
地
域
に
最
適
な
形

で
組
み
合
わ
せ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
特
有
の
不
安
定
さ
を
克
服
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

「
地
域
に
合
っ
た
電
源
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
知
識
と
経
験

の
積
み
重
ね
が
重
要
で
す
」

　
小
川
専
門
家
は
現
在
、
大
洋
州
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
門
ド
ナ
ー
会
議
で
、
議
長

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
向

け
て
議
論
を
け
ん
引
す
る
立
場
で
も
あ

る
。「
今
は
日
本
の
経
験
を
大
洋
州
で

生
か
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
今
後
は

イ
ン
ド
洋
や
カ
リ
ブ
海
の
島
々
に
も

〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
〞
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
対
策

と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
今

あ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
と
統
合
し
、
ど
の

よ
う
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
か
、
島
国
・

日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
」
と
小
川
専
門
家
は
話
す
。
第

８
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
を
来
年
に

控
え
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
時
代
に
向
け
て
、
追
い
風
は
吹
い
て

い
る
。

トンガの太陽光発電所で、設備を点検する現地
職員たち。赤道に近い大洋州の島々では、太陽
光発電の効率は高い

キリバスの太陽光発電設備で、メンテナンスの指導を行う小川専門家。
現地の電力関係者には日本で研修を受けた人も多く、協力的だという

特集 クリーンエネルギー
明かりが絶えない安心を

島々を結ぶエネルギーの絆
日本を構成する島は7,000近くあり、それぞれに大きさや人口、エネルギーニーズも異なるため、

全ての人に電力を届けるためのさまざまな工夫が重ねられてきた。
その経験は、世界約50カ国の島国におけるエネルギー供給のためのヒントに満ちている。

［上写真］ツバルの離島に作られた太陽光発電施設。
一部の島では、100％再生可能エネルギーによる電
力供給が実現している

ミクロネシアのポンペイ島で、発電所の運用状況を確認中。発電施設を安定して
稼動させ続けることも、電力供給では重要な視点だ

沖縄で行われた「島嶼国における再生可能エネルギー導入及び
ディーゼル発電設備の最適運用」研修の様子。沖縄は、これまで
これらの国と共通の課題を多く乗り越えてきた経験がある

ビケニベウ発電所（キリバス）では、日本製の発電機が
活躍している

し
ま
ぶ
く

Oceania
from 大洋州

沖縄で使われているのと同じ可倒式の風車は、フィジー
にも導入されている

フィジー
トンガ サモア

クック諸島

パラオ ミクロネシア

マーシャル

ナウル キリバス
ツバル

ソロモン

バヌアツ

オーストラリア

しょ
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　　「
大
洋
州
」
と
い
う
言
葉
で
は
、
ぴ

ん
と
来
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
い
え
ば
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
だ
ろ
う
か
。
太
平
洋

に
広
が
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ

ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
と
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

を
含
む
地
域
だ
。日
本
の
南
か
ら
南
東
、

赤
道
周
辺
の
広
大
な
海
域
に
広
が
る

島
々
は
、大
き
さ
も
特
徴
も
さ
ま
ざ
ま
。

常
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
観
光
客
を

集
め
る
島
も
少
な
く
な
い
。

　
大
洋
州
の
多
く
の
島
々
で
は
、
電
力

供
給
を
長
年
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
に
頼

っ
て
き
た
。「
島
あ
た
り
の
住
民
の
数

が
少
な
く
、
電
力
需
要
の
規
模
が
小
さ

い
た
め
、
大
規
模
な
発
電
設
備
を
導
入

す
る
こ
と
が
技
術
的
に
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
、
1
0
0
%
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
に
よ
る
供
給
が
最
も
合
理
的
な
選

択
肢
だ
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
の
は
、

J
I
C
A
の
小
川
忠
之
専
門
員
だ
。「
日

本
が
90
年
代
に
始
め
た
大
洋
州
向
け
の

無
償
資
金
協
力
で
は
、
燃
料
効
率
に
優

れ
た
日
本
製
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

や
効
率
的
な
送
配
電
設
備
が
提
供
さ

れ
、
今
で
も
各
国
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
が
あ
っ
た
の
で
す
」

　
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
課
題
の
一
つ
が
、
維
持
管
理

技
術
の
重
要
性
だ
。
電
力
設
備
を
作
っ

て
も
、
安
定
し
て
継
続
的
に
電
気
を
供

給
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
ス
ペ

ア
パ
ー
ツ
の
供
給
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
の
向
上
な
ど
、
住
民
に
電
力
を
き
ち

ん
と
届
け
続
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

重
要
性
が
、
次
第
に
認
識
さ
れ
て
き

た
。

　
も
う
一
つ
の
課
題
が
、
持
続
可
能
な

電
力
供
給
だ
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
へ
の

過
度
の
依
存
は
、
大
洋
州
の
島
々
に
二

種
類
の
負
担
を
掛
け
て
い
る
。
一
つ
目

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
環
境
面
の
負
担

だ
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
に
は
石
油
が
使

わ
れ
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
は

避
け
ら
れ
な
い
。
二
つ
目
は
、
燃
料
の

輸
入
コ
ス
ト
だ
。
大
洋
州
の
島
々
に
は

埋
蔵
資
源
が
無
い
に
等
し
く
、
海
外
か

ら
は
る
ば
る
海
路
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

を
運
ん
で
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
平
均
で
G
D
P
の
１
割
、
国
に
よ

っ
て
は
２
割
以
上
が
燃
料
の
輸
入
に
消

え
て
い
る
と
い
う
。「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
環
境
を
守
る
と
同

時
に
、
電
力
の
地
産
地
消
、
つ
ま
り
輸

入
燃
料
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
近

年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
が

成
熟
し
、
コ
ス
ト
削
減
が
進
ん
で
き
た

こ
と
で
、
導
入
が
現
実
的
な
選
択
肢
に

な
り
ま
し
た
」

　
日
本
は
２
０
０
９
年
か
ら
、
大
洋
州

の
い
く
つ
か
の
国
で
、
広
域
電
力
供
給

に
太
陽
光
発
電
を
組
み
込
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
た
。
15
年
に
は
、
第
７
回

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
で
日
本
政
府
が

〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
〞

を
発
表
。
日
本
が
離
島
で
育
ん
だ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
を
組
み
合
わ

せ
た
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
電
力
供
給
〞

の
推
進
支
援
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
も

と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。

　
実
は
、
大
洋
州
の
島
々
で
も
、
す
で

に
さ
ま
ざ
ま
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
課
題
は
、
出

力
が
安
定
し
な
い
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

フ
ィ
ジ
ー
や
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な

ど
の
火
山
島
で
は
水
力
発
電
が
盛
ん
だ

が
、
水
の
少
な
い
乾
期
に
は
発
電
量
が

減
っ
て
し
ま
う
。
フ
ィ
ジ
ー
や
バ
ヌ
ア

ツ
で
導
入
さ
れ
た
風
力
発
電
は
、
時
に

訪
れ
る
サ
イ
ク
ロ
ン
の
影
響
を
踏
ま
え

て
非
常
時
の
運
用
体
制
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
日
本
の
1
・
5
倍
ほ
ど
の

発
電
効
率
が
見
込
ま
れ
る
太
陽
光
発

電
は
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
が
、
天

候
に
よ
っ
て
発
電
量
が
変
化
し
や
す

く
、
大
規
模
に
導
入
す
る
に
は
出
力
を

安
定
化
さ
せ
る
た
め
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム

が
高
く
つ
く
点
が
課
題
だ
。「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
と
既
存
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
、
双
方
の
長
所
を
最

大
限
に
活
用
す
る
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
〞

な
電
源
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
島
々
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
導
入
す
る
た
め
の
、
現
実
的
な
回
答

な
の
で
す
」
と
小
川
専
門
家
は
説
明
す

る
。

　
技
術
の
革
新
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏

ま
え
る
と
、
今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
す
る
方
向

に
進
ん
で
い
く
の
は
自
明
だ
。例
え
ば
、

住
民
が
10
万
人
を
超
え
る
ト
ン
ガ
で

は
、
２
０
２
０
年
に
全
電
力
の
半
分
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
据
え
、
J
I
C
A
の
支
援
に
よ

り
導
入
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
シ

ス
テ
ム
や
年
内
に
着
工
予
定
の
風
力
発

電
設
備
に
加
え
て
、
今
後
は
太
陽
光
発

電
の
さ
ら
な
る
活
用
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
人
口
が
１
万
人
に
満
た
な
い
ツ

バ
ル
の
一
部
離
島
で
は
、
本
島
よ
り
も

高
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
コ
ス
ト
を
低
減

す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
と
小
規
模
な

蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
ほ
ぼ
1
0
0

％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
電
力
供

給
が
実
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　
新
た
な
電
源
の
導
入
や
、
長
期
的
な

運
用
に
向
け
て
、
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
知
識
と
技
術
は
欠
か
せ
な
い
。
小

川
専
門
家
は
５
年
間
に
わ
た
っ
て
、
フ

ィ
ジ
ー
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
、
ツ
バ
ル
の
５
カ

国
を
対
象
に
こ
う
し
た
技
術
を
伝
え
、

現
在
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
源
の
有
効
活

用
を
図
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

広
域
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て

い
る
。「
運
用
管
理
の
た
め
に
技
術
者

な
ど
の
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
が
、
優
秀
な
人
材
が
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
近
隣
国
に
移
住
し
て

し
ま
う
と
い
っ
た
事
情
を
抱
え
る
国
も

あ
り
、
人
材
の
質
だ
け
で
は
な
く
数
の

確
保
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
フ
ィ
ジ
ー
の
電
力
公
社
は
、
自
前
で

研
修
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
活
用
し
、
フ
ィ
ジ
ー
で
の
研
修
用
教

材
の
質
や
教
官
の
能
力
を
高
め
た
上

で
、
周
辺
各
国
の
電
力
公
社
職
員
を
招

い
て
研
修
を
開
く
の
が
、
今
行
わ
れ
て

い
る
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。
各
国
に
は

共
通
の
課
題
が
あ
る
一
方
で
、
水
力
発

電
の
あ
る
国
と
無
い
国
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
違
い
も
あ
る
た
め
、
日
本
の
離
島

で
の
知
識
を
生
か
す
こ
と
で
一
国
の
事

情
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
定
期

的
な
国
際
会
合
が
開
か
れ
、
官
公
庁
だ

け
で
な
く
民
間
企
業
も
参
加
す
る
な

ど
、
多
国
間
協
議
に
積
極
的
な
の
も
、

こ
の
地
域
の
電
力
セ
ク
タ
ー
の
特
長

だ
。

　
研
修
の
場
は
フ
ィ
ジ
ー
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
約
１
６
０
の
島
で
構
成
さ
れ
る

沖
縄
で
は
、
各
国
か
ら
研
修
員
を
受
け

入
れ
、
積
み
重
ね
た
知
見
を
伝
え
て
い

る
。「
化
石
燃
料
へ
の
依
存
や
、
そ
の

燃
料
輸
送
の
コ
ス
ト
な
ど
、
沖
縄
は
大

洋
州
の
島
々
と
同
じ
課
題
を
抱
え
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で
解
決
を

図
っ
て
き
ま
し
た
」
と
、
研
修
を
引
き

受
け
る
沖
縄
エ
ネ
テ
ッ
ク
の
島
袋
正
則

さ
ん
は
話
す
。「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
を
生
か
し
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
電
源
の
運
用
や
、
台
風
の

襲
来
を
踏
ま
え
た
可
倒
式
風
力
発
電
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
大
洋
州
の
島
で
生
か
せ

る
技
術
が
、
沖
縄
に
は
数
多
く
あ
る
の

で
す
」

　
研
修
で
は
こ
れ
ま
で
に
大
洋
州
を
含

め
た
世
界
38
カ
国
か
ら
延
べ
１
２
９
人

の
研
修
員
を
受
け
入
れ
、
沖
縄
の
知
見

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
自
国
で
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成
を
支
援
。
帰
国
後

に
プ
ラ
ン
が
実
際
の
燃
費
改
善
に
つ
な

が
っ
た
例
も
あ
る
と
い
う
。
島
袋
さ
ん

は
、「
島
し
ょ
国
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
〝
エ
ネ

多
彩
な
島
々
に
多
様
な
課
題

小
さ
な
需
要
に
応
え
た
い

進
化
し
続
け
る
技
術
を

最
適
な
形
で
生
か
す

島
国
・
日
本
の
経
験
で

世
界
の
島
に
再
エ
ネ
の
風
を

特集 クリーンエネルギー
明かりが絶えない安心を

ル
ギ
ー
安
全
保
障
〞
の
た
め
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
不
可
欠
で

す
。
そ
れ
も
、
化
石
燃
料
を
含
め
た
複

数
の
電
源
を
個
々
の
地
域
に
最
適
な
形

で
組
み
合
わ
せ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
特
有
の
不
安
定
さ
を
克
服
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

「
地
域
に
合
っ
た
電
源
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
知
識
と
経
験

の
積
み
重
ね
が
重
要
で
す
」

　
小
川
専
門
家
は
現
在
、
大
洋
州
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
門
ド
ナ
ー
会
議
で
、
議
長

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
向

け
て
議
論
を
け
ん
引
す
る
立
場
で
も
あ

る
。「
今
は
日
本
の
経
験
を
大
洋
州
で

生
か
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
今
後
は

イ
ン
ド
洋
や
カ
リ
ブ
海
の
島
々
に
も

〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
〞
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
対
策

と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
今

あ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
と
統
合
し
、
ど
の

よ
う
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
か
、
島
国
・

日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
」
と
小
川
専
門
家
は
話
す
。
第

８
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
を
来
年
に

控
え
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
時
代
に
向
け
て
、
追
い
風
は
吹
い
て

い
る
。

トンガの太陽光発電所で、設備を点検する現地
職員たち。赤道に近い大洋州の島々では、太陽
光発電の効率は高い

キリバスの太陽光発電設備で、メンテナンスの指導を行う小川専門家。
現地の電力関係者には日本で研修を受けた人も多く、協力的だという

特集 クリーンエネルギー
明かりが絶えない安心を

島々を結ぶエネルギーの絆
日本を構成する島は7,000近くあり、それぞれに大きさや人口、エネルギーニーズも異なるため、

全ての人に電力を届けるためのさまざまな工夫が重ねられてきた。
その経験は、世界約50カ国の島国におけるエネルギー供給のためのヒントに満ちている。

［上写真］ツバルの離島に作られた太陽光発電施設。
一部の島では、100％再生可能エネルギーによる電
力供給が実現している

ミクロネシアのポンペイ島で、発電所の運用状況を確認中。発電施設を安定して
稼動させ続けることも、電力供給では重要な視点だ

沖縄で行われた「島嶼国における再生可能エネルギー導入及び
ディーゼル発電設備の最適運用」研修の様子。沖縄は、これまで
これらの国と共通の課題を多く乗り越えてきた経験がある

ビケニベウ発電所（キリバス）では、日本製の発電機が
活躍している

し
ま
ぶ
く

Oceania
from 大洋州

沖縄で使われているのと同じ可倒式の風車は、フィジー
にも導入されている

フィジー
トンガ サモア

クック諸島

パラオ ミクロネシア

マーシャル

ナウル キリバス
ツバル

ソロモン

バヌアツ

オーストラリア

しょ
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